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編集後記
　病院ニュース「Health & Safety」第31号をお届けします。
　今回は、いよいよ本稼働となった東日本重粒子センターの情報や、最新機器を使用しての
高度医療の取り組み、山形県より指定を受け発足した難病診療連携センターによる難病医療
連携体制等、本院の最新情報をご紹介いたしました。新型コロナウイルスの感染拡大はいま
だ終息の兆しが見えませんが、そんな中でも、本院は高度な医療を積極的、継続的に患者さ
んに提供する特定機能病院としての役割を果たすべく職員一丸となり努力しております。
　今後とも、本院では、より安心・安全な医療の提供に務めて参りますので、よろしくお願い
いたします。
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特集：山形大学医学部 東日本重粒子センター本格稼働！

※所属については、受賞時のものである。
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　この度、山形大学医学部では、2005年から構想を進めてきた東日
本重粒子センターの本格稼働を迎えることができました。この実現に
は関係官庁のご支援、そして山形県、山形市をはじめとする地元の市
町村、数多くの地元の企業や個人からの寄付などの力添えが不可欠
でした。感謝の気持ちとその責任の重さ、そしてこれからの次世代の
医療を創っていくという夢と希望で私ども山形大学医学部の心は満
ちております。これからも皆様の一層のご理解とご支援のほどをお願
い申し上げます。Y o s h i y u k i  U e n o

上野 義之

山形大学医学部 
医学部長

　山形大学医学部東日本重粒子センターは東北、北海道では唯一
の重粒子線治療施設で、総合病院と直結している施設としては世界
初となります。東北地方のがん患者さんにとって、治療の選択肢が増
えたことはとても喜ばしいことだと思います。当院のがん医療施設とし
ての拠点性も高まっており、県外の患者さんも毎日のように来院され
ています。一方で、重粒子線治療の知名度はまだまだ不足していると
感じています。
　皆様には重粒子線治療の良い点や限界を理解していただいて、ぜ
ひ広くご紹介いただきますようお願いいたします。K e n j i  N e m o t o

根本 建二

山形大学理事・副学長 　
山形大学医学部
東日本重粒子センター長

　皆様の多大なるご支援をいただき2月25日から治療を開始しました。
北海道・東北唯一の重粒子線治療施設として、山形県はもちろん全国
のがん患者さんに新たな治療戦略を提供して行きたいと考えています。
　当センターは、東北6県を中心に60以上の基幹病院とITネットワークを
構築し、重粒子線治療の相談をまずお近くの病院で受けることが可能
です。また、総合病院に連結しているところが他に無い特徴で、様 な々
合併症をお持ちの患者さんでも治療を受けられる可能性が広がりま
す。今後、癌治療の選択肢として当センターを是非ご活用ください。S h i n y a  S a t o

佐藤 慎哉

山形大学医学部 
附属病院長




